
チューナー

ヤマハ製品をお買い上げいただきまして、まことにありが
とうございます。
■本機の優れた性能を十分に発揮させると共に、永年支障なくお
使いいただくために、ご使用前にこの取扱説明書と保証書をよ
くお読みください。お読みになったあとは、保証書と共に大切
に保管し、必要に応じてご利用ください。

■保証書は、「お買い上げ日、販売店名」などの記入を必ず確か
め、販売店からお受け取りください。

J
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安全上のご注意
ご使用の前に、必ずこの「安全上のご注意」をよくお読みください。

ここに示した注意事項は、製品を安全に正しくご使用いただき、お客様や他の方々への危害や財産への損害を
未然に防止するためのものです。必ずお守りください。
お読みになったあとは、使用される方がいつでも見られる所に必ず保管してください。

■ 記号表示について
この製品や取扱説明書に表示されている記号には、次のような意味があります。

■ 「警告」と「注意」について
以下、誤った取り扱いをすると生じることが想定される内容を、危害や損害の大きさと切迫の程度を明示するために、
「警告」と「注意」に区分して掲載しています。

 警告

電源プラグは、見える位置で、手が届く範囲のコン
セントに接続する。
万一の場合、電源プラグを容易に引き抜くためです。

下記の場合には、すぐに電源を切り、電源プラグを
コンセントから抜く。
● 異常なにおいや音がする。　● 異常に高温になる。
● 内部に水や異物が混入した。● 煙が出る。
そのまま使用すると、火災や感電の原因になります。

本機のPOWERスイッチをオフ（切）にしても、本
機は、まだ通電状態にあります。本機を完全に電源
から切り離すためには、電源コードをコンセントか
ら抜いてください。

電源コードを傷つけない。
● 重いものを上に載せない。
● ステープルで止めない。● 加工をしない。
● 熱器具には近づけない。● 無理な力を加えない。
芯線がむき出しのまま使用すると、火災や感電の原因に
なります。

必ずAC100V (50/60Hz)の電源電圧で使用する。
それ以外の電源電圧で使用すると、火災や感電の原因に
なります。

分解・改造は厳禁。キャビネットは絶対に開けない。
火災や感電の原因になります。
修理・調整は販売店にご依頼ください。

電源/電源コード

分解禁止
 i (AV-1) 



本機を下記の場所には設置しない。
● 浴室・台所・海岸・水辺
● 加湿器を過度にきかせた部屋
● 雨や雪、水がかかるところ
水の混入により、火災や感電の原因になります。

放熱のため本機を設置する際には:
● 布やテーブルクロスをかけない。
● じゅうたん・カーペットの上には設置しない。
● 仰向けや横倒しには設置しない。
● 通気性の悪い狭いところへは押し込まない。
（本機の周囲に上10cm以上、背面10cm以上のスペー
スを確保する。）
本機の内部に熱がこもり、火災の原因になります。

放熱用の通風孔、パネルのすき間から金属や紙片な
ど異物を入れない。
火災や感電の原因になります。

本機を落としたり、本機が破損した場合には、必ず
販売店に点検や修理を依頼する。
そのまま使用すると、火災や感電の原因になります。

雷が鳴りはじめたら、電源プラグには触れない。
感電の原因になります。

本機の上には、花瓶・植木鉢・コップ・化粧品・
薬品・ロウソクなどを置かない。
水や異物が中に入ると、火災や感電の原因になります。
接触面が経年変化を起こし、本機の外装を損傷する原因
になります。

電源プラグのゴミやほこりは、定期的にとり除く。
ほこりがたまったまま使用を続けると、プラグがショー
トして火災や感電の原因になります。

 注意

長期間使用しないときは、必ず電源プラグをコンセ
ントから抜く。
火災や感電の原因になります。

ぬれた手で電源プラグを抜き差ししない。
感電の原因になります。

電源プラグを抜くときは、電源コードをひっぱら
ない。
コードが傷つき、火災や感電の原因になります。

電源プラグは、コンセントに根元まで、確実に差し
込む。
差し込みが不充分のまま使用すると感電したり、プラグ
にほこりが堆積して発熱や火災の原因になります。

電源プラグを差し込んだとき、ゆるみがあるコンセ
ントは使用しない。
感電や発熱および火災の原因になります。

不安定な場所や振動する場所には設置しない。
本機が落下や転倒して、けがの原因になります。

直射日光のあたる場所や、温度が異常に高くなる
場所(暖房機のそばなど)には設置しない。
本機の外装が変形したり内部回路に悪影響が生じて、
火災の原因になります。

ほこりや湿気の多い場所に設置しない。
ほこりの堆積によりショートして、火災や感電の原因に
なります。

屋外アンテナ工事は販売店に依頼する。
工事には、技術と経験が必要です。

移動をするときには電源スイッチを切り、すべての
接続を外す。
接続機器が落下や転倒して、けがの原因になります。
コードが傷つき、火災や感電の原因になります。

設置

使用上の注意
手入れ

電源/電源コード 設置

移動
(AV-1)  ii



環境温度が急激に変化したとき、本機に結露が発生
することがあります。
正常に動作しないときには、電源を入れない状態でしば
らく放置してください。

手入れをするときには、必ず電源プラグを抜く。
感電の原因になります。

薬物厳禁
ベンジン・シンナー・合成洗剤等で外装をふかない。
また接点復活剤を使用しない。
外装が傷んだり、部品が溶解することがあります。

使用上の注意

手入れ
 iii (AV-1) 
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準備

操作

付録

■ 本機の特長
･ プリセット放送局簡単呼び出し機能
（FM/AM計 40局）

･ オートプリセット（FMのみ）
･ 2行表示のディスプレイ

■ 付属品
ご使用の前に、付属品を確認してください。
･ FM簡易アンテナ
･ AMループアンテナ
･ ステレオピンケーブル

■ 本書の記載について
･ yヒントは知っておくと便利な補足情報を記載しています。
･ 本書は製品の生産に先がけて印刷されています。製品改良などの理由で、実際の製品と仕様が一部異なる場合があり
ます。また、仕様は予告なく変更されることがあります。ご了承ください。

音を楽しむエチケット

楽しい音楽も時と場所によっては大変気になるものです。隣近所への配慮を十分にしま
しょう。静かな夜間には小さな音でもよく通り、特に低音は床や壁などを伝わりやす
く、思わぬところに迷惑をかけてしまいます。
適当な音量を心がけ、窓を閉めたり、ヘッドホンをご使用になるのも一つの方法です。
音楽はみんなで楽しむもの、お互いに心を配り快適な生活環境を守りましょう。



準備
1 POWER
パワー

（電源）スイッチ／ランプ
本機の電源をON（オン）/OFF（オフ）します。
y
本機の電源がオンのとき、POWERランプが点灯します。

2 ディスプレイ
受信している周波数などを表示します。

3 リモコン受光部
ヤマハ製のAVアンプやプリメインアンプに付属し
ているリモコンからの信号を受信します。

4 DIMMER
ディマー

（調光）ボタン
押すたびにディスプレイの明るさが4段階で変化し
ます。
y
この設定は本機の電源をオフにした後も保持されます。

5 MEMORY
メモリー

（登録）ボタン
放送局を登録（プリセット）します（☞5ページ）。

6 CLEAR
クリアー

（取り消し）ボタン
登録（プリセット）した放送局を取り消します
（☞5ページ）。

7 FM MODE
モード

ボタン
FM放送をステレオで受信するかモノラルで受信す
るかを切り替えます（☞4ページ）。

8 FM/AMボタン
FM放送、AM放送を切り替えます。

9 TUNING
チューニング

（選局）MODE
モ ー ド

ボタン
選局方法を自動、手動、プリセット選局から選びま
す（☞4ページ）。

0 PRESET
プリセット

（登録）/TUNING
チューニング

（選局）つまみ
･ プリセット選局モードのときは、登録（プリセット）
されている放送局を選びます（☞4ページ）。

･ プリセット選局モード以外のときは、自動または手動
で放送局を受信します（☞4ページ）。

ヤマハ製プリメインアンプまたはAV アンプに付属
しているリモコンで、本機を操作できます。

･本機とリモコンの間に障害物を置かないでください。
･本機のリモコン受光窓に直射日光や強い照明（インバー
ター蛍光灯など）が当たっていると、本機をリモコンで
操作できないことがあります。このような場合は、照明
の向きを変えるか、本機を置く場所を変えてください。

各部の名称と機能

フロントパネル

本機をリモコンで操作する

30º 30º

6m以内

ご注意
2 Ja



接続のしかた

3 Ja

準
備

■ AMループアンテナの組立方法 ■ AMループアンテナの接続方法

接続のしかた

AUDIO

LR

LR

LR

FM簡易
アンテナ
（付属品）

AMループアンテナ（付属品）
･ 屋外アンテナを設置した場合でも、AMループアンテナは必ず接続しておいてください。
･ AMループアンテナは本機から離して設置してください。

AM屋外アンテナ
AMループアンテナで受信状態が
よくない場合は、市販の5～
10mのビニール被覆線を屋外に
張ってください。

アース（GND端子）
雑音が多いときに接続すると、
雑音を低減することができま
す。アースは市販のアース棒
か銅版に、ビニール被覆線を
接続し、湿気の多い地中に埋
めてください（GND 端子は安
全アースではありません）。

ステレオピンケーブル
（付属品）

すべての接続が終わるまで、本機
や本機に接続した機器の電源プラ
グをACコンセントに差し込まな
いでください。

重要

アナログ音声入力端子

付属の FM簡易アンテナおよびAMループアンテナでうまく受信ができない場合は、別売りの屋外アンテナをご使用
ください。屋外アンテナの入手方法については、お近くの家電販売店や音響機器の販売店にご相談ください。

ご注意

アンプ

ACコンセントへ

2
2

1
1

AM

GND



選局する
放送局の電波が強く、周りに障害物がないときは、
自動選局で放送を受信することができます。

1 FM/AMボタンを押して、受信したいバンド
（FMまたはAM）を選ぶ。

2 TUNING MODEボタンを押して、“Auto 
tune”を選ぶ。

3 PRESET/TUNING つまみを回して、自動で放
送局を選ぶ。
放送を受信すると、TUNEDインジケーターが
点灯し、ディスプレイに放送局の周波数が表示
されます。

放送局の電波が弱く、自動選局ができない場合は、
手動で選局してください。

1 FM/AMボタンを押して、受信したいバンド
（FMまたはAM）を選ぶ。

2 TUNING MODEボタンを押して、“Manual 
tune”を選ぶ。

3 PRESET/TUNINGつまみを回して、聴きたい
放送局の周波数を選ぶ。
放送を受信すると、TUNEDインジケーターが
点灯します。

プリセット番号を選ぶだけで、登録（プリセット）
した放送局を選ぶことができます。

放送局の登録（プリセット）方法は次のページをご覧くだ
さい。

1 TUNING MODEボタンを押して、“Preset 
tune”を選ぶ。

2 PRESET/TUNING つまみを回して、聴きたい
放送局のプリセット番号を選ぶ。

■ FMステレオ放送の受信を改善するには
放送局の電波が弱く、FMステレオ放送の受信状態
が良好でない場合は、モノラルモードに切り替える
と受信状況が改善されます。

FMステレオ放送を受信中に、FM MODEボタンを
押して“AUTO STEREO”（ステレオモード）また
は“MONO”（モノラルモード）を選ぶ。
ディスプレイのSTEREOインジケーターは、ステ
レオモードで受信中は点灯し、モノラルモードで受
信中は消灯します。

本機がステレオモードでも、モノラル放送を受信中は
STEREOインジケーターは消灯します。

選局する

自動で選局する

手動で選局する

p Auto tune [
FM 76.0MHz

FM 82.5MHz

pManual tune[
FM 76.0MHz

登録した放送局を選んで聴く
（プリセット選局）

ご注意

ご注意
4 Ja



放送局を登録する（プリセット）
操
作

本機に放送局を登録（プリセット）しておくと、プ
リセット選局（☞4ページ）を使用して簡単に選局
することができます。FMとAMを合わせて最大
40局まで登録できます。

オートプリセットでは、電波の強い FM放送局だけが登録
されます。電波の弱い FM放送局やAM放送局を登録し
たいときは、手動で登録してください（☞次の「手動で
登録する（マニュアルプリセット）」）。

1 FM/AMボタンを押して、FMを選ぶ。

2 MEMORYボタンを3秒以上押し続ける。
ディスプレイに“Auto Preset”と点滅され、
オートプリセットが開始します。電波の強い放
送局がサーチされ、自動的に登録されます。 

オートプリセットが完了すると、プリセット番号
01の放送局が選択されます。

･放送局がひとつも受信できない場合、オートプリ
セットは終了し、直前に受信していた放送局の受
信に戻ります。
･オートプリセットを再び実行すると、現在プリ
セットされている放送局はすべて消去され、各プ
リセット番号に新しい放送局が登録されます。

電波が弱くオートプリセットでは登録できない FM
放送局や、AM放送局を登録します。

1 プリセットしたい放送局（FM/AM）を受信す
る。
（☞4ページ「自動で選局する」または「手動
で選局する」）

2 MEMORYボタンを押す。
プリセット番号が約5秒間点滅します。

MEMORYボタンを押したら、5秒以内に次の操作に進ん
でください。

3 プリセット番号の点滅中にPRESET/TUNING
つまみを回して、登録したいプリセット番号を
選ぶ。

プリセット番号を選んだら、5秒以内に次の操作に進んで
ください。

4 MEMORYボタンを押して、 登録を完了する。

･同じプリセット番号に新しい放送局を登録すると、
前に登録されていた放送局は消去され、新しい放
送局に入れ替わります。
･放送局を登録すると、放送局の周波数と受信モー
ド（ステレオ、モノラル）も同時に登録されます。

プリセットした放送局のうち、不要なものを1つず
つ消去します。

1 消去したい放送局を選局する。
（☞4ページ「登録した放送局を選んで聴く
（プリセット選局）」）。

2 CLEARボタンを押す。
選んだ放送局のプリセット番号が点滅します。

5秒以内に次の操作に進まないと、登録の消去
はキャンセルされます。

3 CLEARボタンを押して、消去を完了する。
ディスプレイに“PresetXX Cleared”（XX
はプリセット番号）と表示され、登録が消去さ
れます。

y
プリセットした放送局をすべて消去するには、CLEARボ
タンを3秒以上押し続けてください。ディスプレイに
“ALL CLEAR”と表示され、プリセットした放送局がす
べて消去されます。

放送局を登録する（プリセット）

自動で登録する
（オートプリセット）（FMのみ）

ご注意

ご注意

手動で登録する
（マニュアルプリセット）

ご注意

Auto Preset
CH__ FM 76.0MHz

ご注意

ご注意

登録（プリセット）した放送局
を取り消す

CH01 FM 82.5MHz

プリセット番号

CH01 FM 82.5MHz
p CLEAR CH01[

点滅
5 Ja



故障かな？と思ったら
ご使用中に本機が正常に作動しなくなった場合は下記の点をご確認ください。対処しても正常に動作しない場合や、下記以外で
異常が認められた場合は、本機の電源を切り、電源プラグをACコンセントから抜いてからお買い上げ店または最寄りのヤマハ
電気音響製品サービス拠点にお問い合わせください。

■ FM/AM放送の受信

故障かな？と思ったら

症状 原因 対策 参照
ページ

F
M

雑音が入ることがある 
( とくに電波が弱い地域 )

バイクや自動車、サーモスタット
付き電気器具などから出る雑音を
拾っている。

FM屋外アンテナを、道路から離れたで
きるだけ高い位置に設置してください。
雑音を出している電気器具を FMアンテ
ナから離してください。
雑音を出している電気器具に雑音防止器
を取り付けてみてください。

ー

STEREOインジケー
ターが点滅し、雑音が入
る

アンテナ入力が不足している。 アンテナの接続を確認してください。
受信地域の電界強度にあったアンテナを
設置してください。

ー

正しく選局されていない。 もう一度選局してください。 4

FM専用アンテナを使用
しているが、音が歪むな
ど受信感度が悪い

マルチパス ( 多重反射 )などの電
波妨害を受けている。

アンテナの高さや方向、設置場所を変え
てください。 ー

自動選局できない 電波が弱く、受信できていない。 FM専用アンテナを使用してください。 3

手動選局してください。 4

A
M

自動選局できない 電波が弱い、またはアンテナが
しっかりと接続されていない。

AMループアンテナの接続を確認し、最
も受信状態が良い方向へアンテナを向け
てください。

3

手動選局してください。 4

ジー、ザー、ガリガリな
どの雑音が出る

雷、蛍光灯、モーター、サーモス
タット付きの電気器具などから出
る雑音を拾っている。

雑音を出している電気器具を本機から離
してください。
AM屋外アンテナを張り、アースを完全
に取ると減少しますが、完全に除去する
のは困難です。

ー

ブンブンという騒音やう
ねり音が入る

他の放送局からの電波が干渉して
いる。

本機の近くでテレビを使用してい
る。

本機とテレビを離して設置してくださ
い。 ー
6 Ja



故障かな？と思ったら
付
録

■ 全般

オーディオ部
･ 出力レベル /インピーダンス
FM (100% 変調、1 kHz).............................. 1.6 V/1.2 kΩ
AM (30%変調、 1 kHz) ................................. 0.4 V/1.2 kΩ

FMチューナー部
･ 受信周波数................................................  76.0 ～ 90.0 MHz
･ 50 dB S/N感度 (IHF、100% 変調 ) 
MONO ...........................................................3 µV (20.2 dBf)

･ 実用感度 (S/N 30 dB) 
MONO ............................................................................. 1.0 µV 
イメージ妨害比...............................................................  40 dB
IF 妨害比..........................................................................  70 dB
実行選択度（400 kHz）..................................................70 dB
･ S/N比 (IHF)
MONO/STEREO ...........................................  80 dB/75 dB
･ 歪調 (1 kHz)
MONO/STEREO ...............................................  0.3%/0.5% 
･ ステレオセパレーション (100%変調、1 kHz) .....  43 dB
･ 周波数特性 (20 Hz ～ 15 kHz) ...............................  － 3 dB
･ アンテナ入力（unbalanced）..........................................75 Ω

AMチューナー部
･ 受信周波数 ................................................  531～ 1611 kHz
･ 実用感度................................................................... 300 µV/m

･ 選択度............................................................................... 30 dB
･ S/N比.............................................................................. 50 dB
･ イメージ妨害比................................................................ 35 dB
･ 全高調波歪 ........................................................................ 0.8%

総合
･ 電源電圧...........................................  AC 100 V、50/60 Hz
･ 消費電力...............................................................................  9 W
･ 寸法 (W × H × D) ......................... 435 x 87 x 306 mm
･ 質量 .................................................................................  3.2 kg

* 仕様、および外観は、改良のため予告なく変更することがあ
ります。

症状 原因 対策

電源を入れてもすぐに
切れてしまう

電源プラグがしっかり接続されてい
ない。

電源プラグをACコンセントにしっかりと差し込んでくだ
さい。

本機が外部電気ショック (落雷または
過度の静電気 )をうけた。

ACコンセントから電源プラグを抜き、約30秒後にもう一
度差し込んでください。

ハム音が出る ステレオピンケーブルがしっかり接
続されていない。

ステレオピンケーブルをしっかり差し込んでください。症
状が改善されない場合は、ステレオピンケーブルに問題が
ないか確認してください。

本機が正常に作動しな
い

内部マイコンが外部電気ショック (落
雷または過度の静電気 )、または電源
電圧の低下によりフリーズしている。

ACコンセントから電源プラグを抜き、約30秒後にもう一
度差し込んでください。

主な仕様
7 Ja
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